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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

 

（観点に係る状況） 

資料８－１－①－１に本校校地の概要を示す。また，資料８－１－①－２に校地，建造物など施

設の面積一覧を示す。 

25室ある準学士課程の講義室は視聴覚機器，AV機器等を利用した講義が可能なようにスクリーン

とVTR／DVDが整備され，面積も80㎡／室と学習，学生生活の中心として機能するに十分な面積を有

している。他に学年又は学科毎の全員を収容できる大講義室（資料８－１－①－３），選択科目等

の少人数の講義，ミーティングに適したゼミナ－ル室等の小規模な講義室も完備している。また，

視聴覚機器，AV機器等が整備されている大小２つの視聴覚教室（資料８－１－①－３）もあり，授

業等に活用されている（資料８－１－①－４）。教員室は平成14，15年度に行われた校舎改修によ

り教員室を圧縮し創出されたコミュニケーションスペースとガラス越しに接しており，学生と教員

間のコミュニケーションを促す構造になっている。 

平成14年度からの校舎改修において，各研究室，実験・実習室，演習室等は共有化が図られた。

実験・実習室は共通の施設として準学士課程低学年で利用する物理実験室，準学士課程４年で利用

する応用物理実験室，実習工場（資料８－１－①－５），創造工房（資料８－１－①－６）があり，

各学科にはクラス全体で実験が行えるような大きな実験・実習室がある。それぞれ授業での実験や

演習で有効活用されている。その他，各教員は配置される準学士課程５年生が卒業研究に利用する

卒研室を管理している。各学科共通の演習室として，数学演習室，語学演習室（資料８－１－①－

７）があり，学科独自で持っている製図室や多目的演習室などもある。 

学生および教職員の学習，教育・研究支援を目的とした施設として，図書館（資料７－１－②－

２，資料８－１－①－８）が整備されている。また，図書館には学生がより静かな環境で自習が行

えるように，図書閲覧室内に自学自習コーナー（資料８－１－①－９）が設置されている。情報処

理学習のための施設として，プログラム演習室，CAD演習室，基礎情報処理演習室，図書演習室，

専攻科情報演習室の５室からなる情報教育演習室（資料７－１－②－３）がある。 

さらに，専攻科棟，地域共同テクノセンター（資料８－１－①－１０），電子顕微鏡室，X線室

（資料８－１－①－１１）が整備されている。専攻科棟には，メカトロニクス実験室，マテリアル

実験室，学生研修室，プレゼンテーションルーム，ゼミナール室が設置されている。 

運動施設としては，野球場，総合グラウンド，第２グラウンド，プール，テニスコート，アーチ

ェリー場，ゴルフ練習場等の屋外施設の他，第１体育館，第２体育館，武道場が設けられている。

また，クラブ活動などの合宿用施設として，合宿所，合宿研修所が設けられている。 

福利施設として，食堂，売店，保健室，学生相談室の他，学生会室，課外活動共用室，音楽室，

暗室など課外活動のための施設も整備されている（資料７－１－②－４）。学生相談室では，ゆっ

たりとした環境で相談を受けられるように配慮されている。また，講義棟２階にキャリア教育セン
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ターのスペースを設け，昼休みや放課後に学生が求人票を閲覧するテーブルや，求人情報やインタ

ーンシップ情報の検索ができるようなPCを設置している（資料７－２－④－４）。 

バリアフリー対策として，身障者用トイレ(実験棟，低学年講義棟，専攻科棟，情報工学科棟)や

学生玄関，職員玄関，管理棟から図書館への渡り廊下および体育館入り口にスロープが設けられ，

物質工学科棟階段には車椅子昇降機が，実験棟および情報工学科棟，専攻科棟にはエレベータが設

けられている（資料７－２－②－３，資料８－１－①－１２）。 

本校の安全衛生に関しては，安全衛生委員会を設置し，各部屋の担当者に毎月安全衛生チェック

シートを提出させる他，月に一回程度の産業医による校内巡回が行われている。実験実習に対する

安全に関しては，高専機構で発行した「実験実習安全必携」を使用して全学的に安全指導が行われ

ている。 

 

資料８－１－①－１ 校地の概要 

 

 

（出典 平成 19 年度 学生生活の手引き）
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資料８－１－①－２ 施設の面積等 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.42）

資料８－１－①－３ 大講義室・視聴覚室 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.34）
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函館工業高等専門学校 基準８ 
資料８－１－①－４ 教室別時間割 
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（出典 教務係資料）
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資料８－１－①－５ 実習工場の設備 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.32）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－①－６ 創造工房 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.34）
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資料８－１－①－９ 図書閲覧室 自学自習コーナー 

 

 

資料８－１－①－８ 図書館利用状況（総数） 

平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

44,661 40,488 46,957 52,667 63,144 62,162 

（出典 総務課資料）

資料８－１－①－７ 語学演習室 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.33）
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資料８－１－①－１０ 地域共同テクノセンター 

 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.27）
資料８－１－①－１１ 電子顕微鏡室 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.33）
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資料８－１－①－１２  

 

（出典 平成 18 年 5 月 30 日（火）北海道新聞）

（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育課程を実現するに必要な校地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習

室，情報関連設備，図書室，自習・休憩施設および食堂などの福利施設が整備され，有効に利用さ

れている。 
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観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

学術情報教育センターは各演習室およびネットワークを管理している。資料８－１－②－１に情

報教育演習室のコンピュータ構成および校内LANの構成を示す。サーバ室には，教育用Windows2000

サーバ６台，教育用Linuxサーバ４台，ネットワーク用サーバ６台が備えられている。これらの施

設を含め校内のすべての部屋および共用スペースに設置された情報コンセントや，無線LANを通じ

て校内のほぼすべての場所から，パソコンをインターネットに接続された高速な校内ギガビットネ

ットワークに接続することが可能である。ネットワーク管理室（資料８－１－②－２）には技術職

員１名が常駐し，管理者の一元管理のもと，電子メールの利用，ホームページの閲覧，図書の検索，

自宅からの課題の送受信などを可能にしている。これらのインターネットへの接続速度は，学生か

らの要望も考慮して平成17年度に高速化が図られた。また，情報セキュリティ委員会主導のもと，

情報セキュリティポリシー（資料８－１－②－３）が平成18年２月に制定され運用されている。そ

れに伴い，情報セキュリティポリシーに係わる実施手順説明会を開催し，実施手順の内容を全教職

員に周知した（資料８－１－②－４）。また，平成19年３月のネットワーク機器更新により，従来

に比べて強固なセキュリティが実現されている。 

学生意見箱に寄せられた情報ネットワークに関する要望に対して，実現可能なものは随時応えて

いる実績もあり（資料８－１－②－５），学生の直接の声にも配慮している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料８－１－②－１ 学術情報教育センターおよび校内 LAN の構成 

 

（出典 平成 19 年度 学校要覧 p.30）
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（出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05701581.html）
資料８－１－②－３  

 

資料８－１－②－２ ネットワーク管理室 

 

（出典 情報セキュリティ委員会資料）
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資料８－１－②－４  

 

（出典 本校ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/topics/security/index.htm）
 

資料８－１－②－５ 学生意見箱 Q&A 

 

（出典 本校ウェブサイト（学内専用）http://10.120.10.5/~iw-soumu/ikenbako/）
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では学術情報教育センターが整備され，ネットワーク管理および各情報処理演習室の運営を

行う体制が整っている。学生のニーズに応えるため，校内のどの場所からでも校内LANに接続でき

るように情報コンセントや無線LANを整備し，学習や教育に有効利用されている。また，セキュリ

ティポリシーが制定され，ネットワーク管理室を中心として十分なセキュリティ管理のもとに校内

ネットワークが適切に管理されている。 
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観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の図書館（資料７－１－②－２）には，図書68,143冊（和書63,541冊，洋書4,602冊），雑

誌448種（和雑誌371種，洋雑誌77種）（平成19年５月１日現在）が所蔵され，「日本十進分類法」

により主題別に閲覧室に配架されている（資料８－２－①－１）。また，年度ごとにカリキュラム

に対応した図書の選定を行い系統的に整備されている。さらに，図書館ウェブサイト（資料８－２

－①－２）の「蔵書検索」で研究室，学外からも検索して所蔵の確認をすることができる。電子ジ

ャーナル（資料８－２－①－３）については，J Dream II，GeNii，KANNONなどの文献検索システ

ムやScienceDirect，IEEE Xplore，AIP/APS Journalsが利用できるようになっている。一方，図書

館入り口付近の棚には，授業で使用している教科書や技術士１次試験問題集，FE試験問題集，

TOEIC参考書，国家公務員試験問題集などが置かれ，閲覧できるようになっている（資料８－２－

①－４）。 

視聴覚資料としては，視聴覚ブースにDVD/ビデオ機器が４台設置され，ビデオソフトは620本備

えられている。学生の読書離れの対策として「図書館だより」（資料８－２－①－５）を発行し，

教員や学生にお薦め本を紹介することにより図書館の利用促進を図っている。 

資料８－２－①－１ 図書館分類 
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資料８－２－①－２ 図書館ウェブサイト 
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資料８－２－①－３ 図書館ウェブサイト(電子ジャーナル) 

 
（出典 本校図書館ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-gakujo/tosyo/gakunai.htm）

（出典 本校図書館ウェブサイト http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-gakujo/tosyo/libra_j.htm）
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資料８－２－①－４ 図書館入り口付近棚 

 

 

 

 

 

 

資料８－２－①－５ 図書館だより 14 号 
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（分析結果とその根拠理由） 

図書，学術雑誌，視聴覚資料等は，資料に示すとおり主題別に分類され，系統的に整備されるこ

とにより，有効に活用されている。各種電子ジャーナルについても，図書館のウェブサイトから利

用できるようになっている。また，図書館の利用促進のため，「図書館だより」を発行している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

平成12年に策定された「国立学校施設長期計画書」および平成13年に再度見直しされた「教育環

境改善計画書～函館工業高等専門学校の未来のために」により，平成14年度，平成15年度と校舎改

修を順次行ってきた。平成16年４月には「地域共同テクノセンター」が，平成18年３月には専攻科

棟が相次いで完成し，平成18年３月には体育館の改修が行われるなど，施設・設備が計画的に整備

され有効に利用されている。 

情報処理学習のための施設として，5室からなる情報教育演習室が整備され，それらの使用頻度

は高く有効に活用されている。 

また，出入り口，渡り廊下における傾斜スロープ，３基のエレベータ，車椅子昇降機，身障者用

トイレが４ヵ所整備されていることなど，十分なバリアフリー環境が実現されている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

平成14年度，平成15年度には校舎改修が行われ，さらに平成16年４月に「地域共同テクノセンタ

ー」が完成し，平成18年３月には専攻科棟が完成した。また，平成18年３月には体育館の改修が行

われ，平成19年３月に情報工学科棟にエレベータが設置された。 

具体的な施設として，講義室，視聴覚教室，教員室，各研究室，実験室，演習室，実習工場，創

造工房，図書館，情報教育演習室，専攻科棟，地域共同テクノセンター，電子顕微鏡室，福利施設

等が整備されている。運動施設としては，野球場，グラウンド，プール，テニスコート，アーチェ

リー場，ゴルフ練習場，体育館，武道場，合宿用施設として合宿所，合宿研修所が設けられており，

有効に活用されている。また，バリアフリー対策として，身障者用トイレ，スロープ，車椅子昇降

機，エレベータが設置されており，十分なバリアフリー環境が実現されている。 

情報ネットワークについては，校内にギガビットネットワークが整備され，学生のニーズにも配

慮して各部屋の情報コンセントや無線LANを通じて，すべての講義室，実験室，研究室，共有スペ

ース等からパソコンを用いてインターネットへアクセスできる。また，情報セキュリティポリシー

のもと，ネットワーク管理室による利用者の一元管理により，セキュリティの確保が行われている。 

図書，学術雑誌については，図書館に図書（和書，洋書），雑誌（和雑誌，洋雑誌）が所蔵され，

系統的に整備されている。また，図書館ホームページでは，「蔵書検索」で所蔵の確認をすること

ができ，各種の電子ジャーナルが利用できるようになっている。その他，教科書や技術士１次試験

問題集，FE試験問題集，国家公務委員２種試験問題集，TOEIC参考書等が置かれ，ビデオソフトな

どの視聴覚資料も備えられている。これら図書，学術雑誌，視聴覚資料はその利用状況から有効に

活用されている。 
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